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　　　　岩手県岩手郡岩手町
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　　　部である。逃キ山地と奥羽山脈に跨がる町で・面積360

　　　≧m2・人喚璽人軌啄木の生魯襯村蠣鞭ある・
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　　　Σ野芽警が多く’塑轡追㌍す
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就学学校名　＼
茨城県那珂郡山方町
1月U日山方小学校

1月12日盛金小学校

1月16日 幽方小分校

1、月18日、野上小学校

岩手県岩手郡岩手町
2月15日ナ旺口4￥学校

2月16日水堀小学校

2月17日一方弁小学校

2月i7日浮島小学校
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時間） をおこなう。検査者は当研究所で長年の検査経験

をもつもの4名である。検査間題は．、幼児総合精神検査、

知能判定検査、ビネー検査のなかから・直接記憶などの

保育効果に無関係なものを除いて編成したα

　く検査間題＞
　1 数

　L、珍の数　　13ならんだ円をかぞえさせる。2回の

うち、，、零回できれば合格とする。　 』　、

・ 2・指の数　　右手タ左手・両手の指の数をたずねる。、

かぞえな》で正しく言えれば合格d二
、

　凱 よ0の逆嘱　20秒以内に1Qか らの逆唱が正し く言

えれば合格。．

．4，12Qの逆唱　　10の逆唱⇒～でぎたも㊨に20から逆唱

さ曲る。40秒以内で誤り1個までを合格とす為。

　H！．．言語

1・’llお金の名　1円、5円、⑩円、1po円をみせ、し｝

くらか」を聞‘。 4個のうち、％できれ曝合格≧する。

　2，．色の蛋．． 赤・黄 ・青f緑をみせて色の名を言わ

サるム全部できれ裸合格。

　3．左、右の区別　　右手、左耳、右眼、左手、右耳、、

左眼をそれぞれ指ささせるo％か5んが食格。

蛮 年朋 ．煉査当日の曜日、月、日、年をきく。

％以上できれば合格。

　5、・．語彙1　ひとつのこ、とばについて、その語寮使え

るかどうか、使わないが理解しているかどうか、二重の

A・Bの質問に』よってたルかめる。例えば、《少ない》
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　（語彙検査図版）
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籍彙使用A点（2点）を与える5－言えな い子 どrもにはー’

1「少ない方はどっちですか？」とBの質問を追加して、

滞難叢騨1点遊雛
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f・ユ972年8月～10月にかけて、．研究方法」検査種目め検

討をす苔。王0月タ12月ぐ1 検査道具鯛整、’検査用紙作製ぐ．

および研究条伴にあう地域をさカ～す。・璃月から1973年∫ゴ

月にがけ、1検査実施φ交渉や依瞑をし、・1』月11 日がらぎ
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第．2』表

保育経験／保育経験
あレ， 墨なレ』、〆、

爽数　％　実数r・％1

L　13かぞえる 98　94． 77　77．8 ＊　＊

2．指の数をいう3蕉 』8379．8 56、β6，6 寧　＊

（右手） 92、88，・5 81．81，8． ＊　寒

（左手）
　㌧　■、

3　89，4 77　77．8 ＊

（両手） 848α8
　　．『 ・　－

・59・ 59．6・、＊＊・

3・ 19耕らの逆唱　　7＼　　』／1・一戸一4ン2bからの逆唱

43　41．3
8　7．ケ

18

』ド『4　4二〇

　＊　＊『

〆　　

51囚お金め名前鱗ん 1’ 9　85．6 7ア 〃7．8

（岬） 、95　9113 』グ9 7◎．8 ＊

1〈5円γ

（10甫ア’ ■　98　94．2

、　　』

4　64．6
28218

＊

（100円少 ．・ 0　86，5 79

6ρ色め名前　41、 一ぞ

9　56．7 、38、38．4 零案
（赤）』

103　99．0 ぐ98199．0

r、
．（黄）’ 真OQ　96．2 84』84．8 ＊　＊

（予！1）

77　74．0 68　68．7
（緑）1　へ 166　63．5 4114L4 ＊　＊一

7・幽・右3碕％ 6363・61

8・年・月・即1ぐ 』2221，2 2　2．0 ＊　＊

趨自）、 56　53．S 15　15．2 ＊　＊

（日．．〉、
』2423．1 4　4・0 ＊　＊

（月ノ）［、
54　51．9 13壌1 票＊

（年）’ 13　2．9 1　二〇

＊弓
Pくσ，05
半 ＊＝

P＜001

51・・

、19．円）

　　（5円ン

　（10甫〉

　（100円〉

6ρ色φ名前

　（赤）

r、
．（黄）’

　（予！1）

　（緑）1・1

7，

　　　　 ゼ L 　r　 　　　　　　fせ㌧∈
4）2・か樋嚇る一こ，ξ、 ，外てが保育鰍φあ静砺
がすぐれている・20か疹騨唱は両齪もに舘率が低

いため、κ2検定では危険率5％以上になっているが、他

の小項目では明らかに両者の差があ愚と㌧）鬼る。とくに

10からの逆唱は、保育経験のないもの18．2％に対して保

育経験のあるものは倍以上の4L3％の合格率である6次

にお金の名前についてみると・燗（1円、5円、1Q円、

100円）ともに保育をうけた子どもの方が合格率が高い。

1円と10円は保育を受けた子どもは90％以上、保育を受

けない子どもは80％前後でちがいが明らかである。両群

と1も、、λQ円を“番よく知ち1ており、 次に1円、r100円く、

、5円4〉順になみて竜・るご色の名前では」4色全部正答だ

ったも のは済保育経験のあるもの57％に対し、保育経験

のな㌧きものは38％とかな1りの開 きがあるd各色別にみる
と、両者とも赤、黄、青、緑の順の合格率である。 赤は、

どち．らの群も・1名ずつの誤答があ6だけで100％に近

し♪〇一 也の3色は保育経験のあるものの％力雪高く、とくに

F　ノ

1第3豪 ■い

保育経験 保育経験1 ．κ21〆

あり 、なし ＊霜
＜0．05

突数　％ 実数％ ＊　＊＝

＜0，01

9．語彙

1）少’し　 A 93　89．4 72　72，7 ＊　＊

1 　　　B 104100．0 99100．0・

2）海、　　』A 94　90．4 81　81．8
B

102100．0 99100．0

　　　　　　』
一　　

3）窓　　　 A』』 ”90　86．5 62　62． 6 ＊　＊

B ．99　95，2 88　88．9

4）怒る　　A 103　99．0 94　94．9
B

104100．0 99100．0

5）なす　　　A

り　　　　　　　B

llll：1
‘

・6〉』ひざ A マ2　69．2 66　66．7
B

88　84．6 80　80．8

7）　くさる　　A 42　40，4 39　39．4

B　． 98　94．2 90　90，9

8）茎　　　　A 6　5．8 5　5，1
B

31　29．8 21　21．3

9）薄い　　　A。 73　70．2 46　46，5 ＊　＊

B 89　85．6 87　87．9
』』　　’　　　　一

、1q）貨物列琳AM 、25　24，0 12　12．1 ＊

B 59　56，7 33　33．3 ＊　＊

《緑》・は、20％以上も正答率が商く、保育経験のないも

のでは半数以下の40％の正答率である。左、右の区別の

問題では、保育経験のあるもの72％、ないもの64％の含

格率であった。次の質間項目、曜日・日・月・年では、

今年が何年であるかは両群にとってむずかしぐ、楳育経

験群3名、経験のない群1名が出来ただけであるよ次に

むずかしいのが「今日は何日か」というこ峯で、r何月

か」「解日か」の鱒率は勢ぞ緬似し築・猟
子ども、にとって曜日はより解ヴやすい結果が出でいる。

　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤち
この時間観念の項目は、他Φ項目と比べて優資所降験の

有無がもっとも嫡っぎりしているb年～月ぐ一日丸曜 日の

うち脇以上正解したものは、家庭児2％に対し、保育所

児21％と10倍以上になっている。

二 語彙検査（第3表）では、．どの語彙にっいても保育経験

のある群が、少しずっ合格率は高いがそれほど顕著では

ないびと くに語彙の理解⑧でみると｛10問のうちζ《貨

物列車》が57％と33％で明らかな開ぎがみ られるだをナで
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◎・ン

魚

ニト・牛島他；保育効果砕関する研究、

ある。語彙使用㈹で比較す逐と、《少し》《窓》《薄

、・》《貨物殖即4語瀬麹開きカζ大ぎい・・韻

に、語粟使璃を12点、藷彙理解を1点として各個人の点
アドミヤ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

数を出じほの平均をと饗樋と・次のように鹸簿

癩骸の脚轡麹即貧群9，璽
ぐれてい馨咳る・． 「、，ド1』　 そ、』・筆
　（語　彙）’．　　　 、　　、　　、　　　 ㌧　ド

「

⊃！黛：

保雌嚇、り、1保誰騨，レ

M　　　　　　　151327

SD　　lへひ 2‘490．　　バ

14，g20ぐ・

2，229ゴ C

第13問／ 「砥切喚」 の問題は、鴛まさみの使い方訳直線篭

曲線の切り 方に分けて評価する6，合計ぐ．0点から最高8

点に採点されるぴ、また反応時間1 （所要時問〉』もス外ッズ

、ウ㍗愛チ饗測る」・切．り方Q得点平均“所要時間ヒり1平均

（秒）、それぞれり薗群の結果は次のようになラている。、

紙のき妨蘇龍瑚燈峰機の方力竺す轍てい

砺 塾ぐ腰蜘も齢を牽舜子が騨を受脚1

鷲麟謄1曾1’弊轡牲1、．．i

線育鰍みりガト 備鰍帆
　　　言＝3，915 「P＜6101∫

検査項即嚇、融を駅叙述緯、る問題であり1・ 3枚

の絵それぞれにo 点ん3点の評価が与えられる。個々人

の合計轟醐レ舞表即を粥・趣髪醗好均で
騨す、仏』堺碗吻・．噸騨鱗騨噸
嘩妹資を勲晒蹴，咳嫡換渦勢♪級。ll』

・ゴ

劔’．述）’
、い・

　・、、　∫’、・、
・・ ∫ 、… Pい・

　M
L』 b ㌔

』6；053　

ご、

・、5．182二

1β59 　’㌧一r

　　　言 ＝4，き37， P＜0［P1
　　　　　ゆド　ドお　ぴヒドごずト レ　　げり

、（幾切ウ所要時藺）　　　　1

備鰍あり 1鮪経駄し

・傭撚効』二卜課醗験馳

，19、，M ・　 瘤．731（秒）・

　SD　　　 訂泊3ケ』”！㌧・＝i二

　　　　　 、1

96．228（秒ン

37，011r ぐ．

　M
きD

4，125 ず

一1．071

”3．687

1三 203

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　ε三21733『Pくo．o工一』』
　　　　　　　　　　ヘ　　

じし　　　　　　　　　　げ　　ぐ　　　　　　

．、．緬・麟r麟」遽《黛《腰尽撰ゆ聯

ゆ舜舞、わ』飼琳＠搾晦鰐織遡痺
入の杏許点着出 し紀客群の平均点紀よづてそめ差の検牢

暫勧、ぢ・ 麺膿陣、』　・ ’＞・

，・…、』

澄奉極源塑極鞭鱒垂勲喬硬轡象
“え奄、

』［ ：、ト．♪1
Li

1、． 1ζc』L、、仔一

c定翻
鮪鰍卸二、長 騨織魁畑

・ 一M凪　．り 41愉 ・・ 一・叔 4i・012ジ｝

・SD、一 じ
2．こ120 』』　　、・い 　2∫4822・1’こ（

　　　傭2．221ぷ6』62＞P＜α05プ ！

』』塊2商ゐ麟輔蜘で卵・項自が欄施醐麺
あり、 露で・壁瞬ゆ軽樋や鞭穐1ヒ
め正蓉薮あ商群ぞれぞれの平均点を比較するげ構成間題

でも』傭経瞬沸繍榊学鰍 ，吻下

轡率懲鱒艶櫓』1、一』，． ．…　（構 ・成）　　　　　　　　　’

　　　　，保 育緯験1あり 1』1、．．保一育繹験な1し。
た

r　r＝M㌧

、》二くSD、
＝

2，298隈 へ
．、v〆　1i455㌧k∵

L813，〆．　　　　ゴ1‘∂04』久，

に3、540 、P〈0《01』
で「

　　　傭一31816〕1ジIP＜P．01一∫』「后1“

　甲1　 曳、

　（2）　　　　　　　　　＝sに　1〕　P　l　J i　「t弓

検査第10間では、 3夜の絵（2帥頁参照）をみせ、それ

ぞれめ絵にづし」て叙述さ牽お顎方ご投影法によ り子ども

の欲求や不安などを知紡とナるも歴あるる至簿表

現力淋乏じくマ術群とも紛の叙述段階匿どど累るも4）が

多からた。11膚己を投影していおものφうち不満や不安（1

敵意などの間題反応とみられるrものを拾ら元み1る。，・輿験

群fごほ路名密あり、1そのうち2名ほ二うずづφ問題反応

蕩凍ざ凋照群で齢名の子にこの反応がみ旅し各
Flりずづ饗あぢご之の点の平均セ両群を比較する1とご？浄

　（問題反応）　　　　　　　　　　　　　　　　　△閣

ll齢謙輿験群、 ∵∴『1’1対照群’∴』「’…【昼凱き『臣～

蕉二1、敢f6．覧3％〉 ： 』5く5』1％〉［’冗2』・㌍＜0》01

・となり、保育所にいっている子の方に問題反応が多ぐみ

ち乳だ♂誕』澱’、』丁 ．∵ノ11慌…弓1㍗〕 マ津’＝：』1ミ

ぞ第嘘1問ぼ嵐、《事父さん》《お母さん》《友蛇お》《先

生》にづ“そ定義をさせ、 ・そめ表現から火間関係や適応

をみる◆＝’Fやさしい」、「遊んで1くれる少なぎ め答だを幸唾

点としξ 「仕蛮二している」「ご嫁んりぐる 人」などを尋秘5

点く、』不背が高い」丁顔がまるい」、など脱明的な定義は．Ol点

とすおポrどきどき怒る1 rちよがと恐い1鞍どを←D溶

点ごが「むわい人」 i「意地悪する子」τ、などφ答刻を尋1点

著評価する。．無答のものや説明飾定義を除仏孟璋応点め

平均で両群を比較する（第4寂）る‘∵飽c罵ぐ’一脊ヂ淑外－’瀧

、保育鰍筋るもの嚇応点は、《灘膨《細ざ

一291：一
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ん》《先生》《お父さん》の順になり、保育経験のない

も4）はぐ《先生》が」番高く、《お母さん》《友だち》

《お父さん》の順につづいている。両群を比較すると、

《先生》が保育所にいかないものに高くぐ他は両群に差

がみられない。

第4表適応点

　　　　　” NIMSDI．孟1（撃）定

父：轍 1鵡辮蜘9
母実験・群154r＋α471　8α8＞P〈α9

．対鰐1421＋・・5・1・・7・レ

第9集

第5表

保育経験 保育経験
冗2

あり なし ＊需
＜0』05

実数　％ 実数　％ ＊　＊罷　

P＜0，01
叙述

1）食　　　＄ 4　3．8 4　4．0

一

9 2）お　　店 6　5．8 4　4．0
欲求

3）赤ちゃん ．6　5．8 5　5．1

定 1）父 24　23．1 16　16．2
義●

2＞母’ 22　21．2
19

19．2

適 3）友　だ　ち 18　17，3 28　28．3
応 4）先　　　生 23　22．1 44

44・41 ＊　＊

合　　　　　計 ・・31421・2・・713

保育経験
あり

保育経験
なし

　冗2
＊需

　　　＄
　　　店
赤ちゃん

実数　％　実数

4
6
6

3．8

5．8

5．8

4
4
5

％

4．0

4．0

5．1

計・・314・21・2・・713

P＜0』05
ホ　ホぽ　

P＜0，01

襟、諜騰…膿蝋α9

驚諜圏隠畿／僻ゆ・5

　《先生》については、保育所に行かな小もの禄、「いい

人」、「やさしい人」下何か教えて くれる人」といった答え

が多く、保育経験のあ、る、ものは、rけんかすると怒る』

「さわぐと叱る1など、、保育場面にふれた先生の定義が

あり、「rO．5点が多いためであるo

全体の合計でも、保育経験のあるものの方が幾分適応

点が低くなっている。しかし、いずれも不適応点より適

応点の方に寄づ ており（＋段階）、とくに間題はみられな

いo

　なお、10問とU問について、答えなかったり、r解らな

いと 答えたもの・つまり0．点のものをとりあげると第5

衷のようになるσ、

　叙述・欲求では4～5％で両群とも同じような傾向で

ある6定義．‘、適応でぽ保育を受けた子ども群に《父》

《母》の0点のものが多く、《友だち》《先生》は逆に

保育経験りないものば《友だち》で10％、《先生》で22

％も実験群よ撫答が多くなっている。保育を受けない

子は《先生》にPいて答えられないものが保育を受けた

子より倍以上あ．り 《．保育経験のあるなしのちがいがはっ

きりしている。・ すなわち、保育所生活をしている子は当

然のことなが稼、∫保育窪験Φないものより 、友だちと先

生への結びつきが強いと レニ》える◇

（3験査場面の態度．

　検査揚面は12項目にわけて観察する（289頁参照）5一

う頒目につヤ・て3段階紛肪れ、子とも媚度耀
察して、その何れかに印される。しかし、4つの項目に二

つ以上チェックされることもある。たとえば小さい声で

話しv譜尾が消えてしまえば、そのどちらにも該当する

ことにな為。また、前半は緊張していて、後半ほすっか

り普段とおなじ調子になれば、両方にチェックされる。

したがって、一つの項目を合計しても総数と同じになら

塗い・次に額目一伽つについて比帆窮る。．：

1）母親とす幟れることでは、．鯛塑ち、母灘

れにくかっ好が1人南つただ麿轡皆牌舜施
たQ

　2）すぐ答えるのは、、保育経喚のな魅子にわずかに多

い力気繰返し聞かないを答えない子も層多磁ヴ魂

育を受けた子は「ふつう」の評価が多くなっていぞ。

　3）　よく考えて答えるかどうかをみると、保育を受け

き子の群がよく考えて答えている
。

　4）表現力をみると、両群とも全般に表現に乏しい。

保育を受けない群は31％と保育を受けたものより10％も

表現に乏しいものが多くな6ている。

　5）　ものがはっきり言えることについてみると、保育

経験の遍ものは・小さい声鱗すもリカ篭2晩鶴き

り言卑る子は8％にすぎないg保育々受け欺し》子を累、 嫡
っきり言え為子工8％、小零㌧ t声で話すもの14％であり、

保育を受けた子より保育を受けない子の方がはっきり韻

している。保育経験のある子の方は、検壷者≧一対rの

揚面で嘩を灘しているといえよう9

　6）　質間が困難であるときは、両群とも同じように、

20％足らずのものが考え七から解らないと答えており、

30％ヂ〉ものがだまってしまって応七な忌・。そして約半数

の子は考えずにわからないといっている。
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第・6衷’

．牛．島他：保育効果に関する研究聖

r1、』

．、　　　　　　　　　卯

1い　　　一ζ1 L、－ ＼l　r

検査場面の態度ぎ 』

、・保育経翼，あ箆．、、し、r 保育経験i
．』、

　・冗2

＊＝
く0ゆ5

　率＝F　［

〈α01
爽数、、・％ 実数乙％寸

・曙親力璽ぐ雌れ1齋’動陣剛f
　　　　　　　　　　　　　　　

ド　　 じち

糠識編』と器1翻ll一
　答えない

、準騨劉．鴛1鯛づ1譜11
三培

43」まく表現すゐ［ ／・6r∫』15げ8r二9』1』9、1＼・∫ 1㌧＝・
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勘磧乏しい子1・姫や礎鞭力・う子も騨を鮒窄

子どもたちより多‘なっている。　 　　r、．

醸樋細碗点碗＋・2点融獺麺
　して態度全般め評価を》丸ぷごめ点数の薗群の平均はそ
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）噛櫻につ騨みるとく1＝離とも騨剛鮪で

あるが“保育所に㌧∫づ淀いる子どもの方が落着いている

逡逡8鯵暫讐？孕㌣璽讐
　9）興味をもち積極的な子は保育を受け好ど輩の方

がやや多くなづでいる。∫1』i・ r∵∵』』・＝r 』く以』 1
＼

．10）∵緊張じ頴いる子は、傷卜育経験のある群が幾年多1く強

保育を、受けでな垂子どもの方がふだん一と変らな恥聾度の・

ものが多西・δ ゴ、こ ・渦 r二i』み1』プ　　ト ’ン　”庸．
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す穂嫌聯獅る跨踏唄間顎爾鱒懸鱒11』
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7即嫡諮踏鰍児は・騨騨ウき鯵勾購
児なので各検査の合格率や平均点とほ翠同蔓で疹づ薫零雪1．

、y》，1、 些；塘解瞬ど岬轍硝購磐野導零し』
ぞ劣っ薫唾 とくに・20嫡ρ逆唄礁懸甑鞍ヨ

せ轍池琳差が脚マ勘纏麟繊≒
嫉嘩聯いって噛子曝育翠臆瞬酵灘，、、
り舗離痴が～1、 そ雛も鱗1鱒姻象態輿レ∵

卿勲倉脚聯” 世11、誘鶴｝
llll鷺‘穿』 ㌃、i∵』I」・り ン》ン留海i甚旗

知欄題につい備効購常曙睡鯵1
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幼児総合検査　97．7 ビネー検査　　　85．1

　実験群（保育経験あり）．94・2・
対照群（保育経験なし）　77・8

実験 群　　．79．8

照ぐ群』．　56．6

　　　　第セ衷．1同年令基準との比較

』（13かぞえる〉r』1％　　（手指の数）
％

（10からの逆唱）　％　（20からの逆唱）％

幼児総合検査 57、4　幼児総舎検査　20．6

実験群　41．3　、．実験群

対照群 　1＆r2・　　対照群

7，7

4．0

（お金の名前） 3／4％

ビ室門検査　87，8 乳 幼児検査　66，0

．実』験群 　　85，6

照群　　77．8

実験群　　　56．71

対「照群 　38．4

（色め名前）櫨　　　％

．（左 f．有の区別）　　％　　（叙述）
平均点

ビネ、r｝検査　 73，3

実験群　　72．L

対照群　　　63．6

知能判定検査　5．10

実験群

対照群

4．13

3．69

（絵合わせ）％～　　％ （紙切り）平均点

乳幼 児検査 　84．6

実験群

対照群

40．4

2L2

幼児総合検査　　6．51

実験群

対照群

6．06

5．18

　・幼児総合検蚕　　　　　　　・ビネー検査
　（幼児総舎精神検奪刻零児）　（鈴木ビネー検査対象児）

　・乳幼児検査 　 　　　・ひ知能判定検査
　（乳幼児精神発達検査対象児）、（知龍響定検査対象児）

る・御・間 辱吻筋経動あるものの赫すぐれ七
ll愚認蜘勧恥軟きいαま、r数」r色の名前」

　＝、「時間瞬念1（宰《月》日』曜日）」「構成（絵合せ）「「手

先ぎの働らぎ』（紙切づ・）∫
である。保育における教育的

聯1牌騨弊鰍あらわ塵ている・

、麟鯵聞験』師潮を必要とする2際あった
た夢て孕解㊥に原応渉少なからた。それでも、保育を受

舜鮮舜騨瞭けてい応子砒較すると、鮪
轡砺狩砺販応が多くみら減．内容的kみる
1と、保育所に遙ぢ子に欲求不満や不安が多くあらわれて

、いる。また、人間関係を通し七適応をみると、保育所匠

いっ｛いる子の方が適応点が低くなっている。保育所経

験のないものは、《友だち》《先生》についての反応が

少なぐ、とくに《先生》については颯％が無答である。

　現実にr卑生」に接トていな㌧r」子どもたちなので当然で

　あるが・それだザに応答したものは肯定的な答えが殆ん

　どで南り、そのため先生への適応点が高くなっている。

　し塾し、欲求不満・不安ゐ反応、適応状況ともに、保育

　経験のある子たちが保育を受けない子より悪いといっ
て

　も、いずれも正常段階卑にあり、、とくに問題視される結

果は出てい隙・。

　③
　検査場面の子どもの態度は｛保育経験のある子の方が

緊張して糊魅小飾子が多い。しかし、落ち着いて

よく考えて答えている。保育を受けていない子は、ふだ

んと変らない態度ではっき囁す子が多いが、気が散り

やすく・また・よ く考えず硲えるものが多力・った・保秘
。

育所にいっている子は、検査者との一対一の揚面さ検査

を意識し、課題意識もしっかりしているが、それだけに

緊張するこ孝になるのであろう。とくに、方言の強い地

方なので冒語的表現を要す苓揚面でそれが顕著にみられ

た。保育所セこ行っていない子の方が、方雷や赤ちゃん語

を臓せずゆびのびとふるまってし・た．

　（4）

　以上、両群め比較をしたが、本研究で対象とした子ど

もたちとめ結果と全国的な標準をひぎあわせてみると、

かなりの差がみられる。、 とくに、知的問題や君語表現力

をみると地域差がいかに大きいかを知らされる。保漸

の設置さ栖塗い㌣撰では、近隣の保育所に通う子どもた

ちも、都市部とは文化的刺激に大きな差があるのであ

る・したがって棚究では・はじめの目的齢癖課
境差を考慮しなければ保育効果をみることができない こ

とも立証することがでぎたのであるる

　以上、僻地に近い農村部の保育効果を考え、’保書の効

果をと妨げてみると、知鰍灘関した面に細ては

顕著な効果を示している。保育所にいくと、家庭ではえ

られない知的訓練や知的教育を受けているといえる。保

育を受けた子どもの獲得した知識や技能は、全国め子ど

もに比べてみれば、普通の能力であって、13まで数えた　　　，

以はさみが自由に使えることは、この年令のどの子に

もできていることである。保育所にいってない子どもが

この点で劣っているのは、一いかに家庭において放任され

ていたかということのあらわれであり、この意味で保育

所の効果は著しいといづてよいであろう。

　しかし・社会性とか適応に関しては必ずしも良い効果

があらわれていない。 それはここでとりあげた間題にも

原因があるかも知れない渉、むしろ意外な結果であっ

た。幽村の子どもたちは、よそものに対しては無口では

にかみやであり、 十分自分の意志を表明できないなどと
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いわれているが、われわれの検査者に対してをみ殆んど　　果しているとはいえるが、そ彩に重点をおきすぎている
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ことと思う。ところが結果は、必ずし電このようになっ　　　もっとも、これはごく少数の箏例であるので一般化す

ておらず、知的戯そはが蟹づ効果が出そ：いるが社会性の　　ることには間題があるが・山村の保育所の一つの問題点
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S亡udy　on　th6Effect　of　N血rs6ry　Care

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

一ComparisQn between．・出el　Children　who have今xperienced　Nursery　Care

andth・sewh・haven・tat theperi。d。fattendingPrimarySch。。1一

rYosh三tomoUshijima

Michiko．1｛oshi
Reiko、 　Sum葦yoshi・

　　　　In。rdert・seetheeEect・f－erycare。fthedaynuτsery，wech。setheareawhere。nly
adaynurserywasestabhshedbutn。kindergarten，with neitherakindergartenn。radaynurs．
ery　instituted　in　its　neighborhood，　　　In　this　same　cu旦tural　environment，we　sought　both　the

childrenwh・hadexperiencedday馳urserycareandth。sewhQhadn。t，ad血inisteredt。them
lndividualtestsandstudiedthedi鉦erence，Thesubjectsare104childrenhavingnurserycare
expe「ience・99c。ntr。1且edchi！dre阜t・talling203inthem・untainviUagesinlwate，lbaragiand
Chiba　PrefeCtures，

　　　　Studyingtheresults・it、wasf・und・ut＝1）thenurserycareexperiencedgr。upexceiledin

eachtestite煎・f貢nte1星ectualpr・blems，especia1且ywasremarkableinsuchitemsas“number，”
“then復me・fc・艮・r・”‘‘time，”“c・nstructi・n，”and“丘ngermanipulati。n．”2）T。thecharacteristic

tests，We　may　say　the　experienced　group　responded　much　more　and　e其ce1夏ed　in　verbal　expres・

si。ns・Examini壺gtheresp・nsedetai旦s，itisf・undtheexperiencedgr。upexpressesm。refrustra．

ti。nandanxiety・andadjustmentp・in亡。fhumanrelatb廟sisals。1。w．Yet，a里正theseresp。nses
are　considered　to　be　within　the　normal　stage　and　no　abnormal　reactions　are　found．3）As　to

thechi旦dren’sattitudesinthetestsituati・npth・seintheexperiencedgr。upwerec。mp。seda鳳d

gavetheiranswersafterthinking・verpbutmanych蚤ldrensp。keina1。wv。icebecause。f
bec・mingte血se・Onthec・ntrary，thec。ntr。nedgr。upwaslessstrained，unc。nsc重。us。fdialect

andinfantilespeechandresp・ndedwithrelieved｛eelings．　Buta1・t・fchildrenresp。n繭
with・utth互nkinghard・theirattenti・nswereeasilydisしra◎ted，andtheyweren。tawarむQfbeing
given　a　task．

　　　Thus2westudiedthenurserycaree旺ectintheareas・fm・untainviHages，　Intheintel乙
1ectualaspect・remarkablee匠ectis。bserved》andwemaysaythatthechi星drenarereceiving
inteUectua里educati・nwhlchtheycann。tgetath・me，E・wever，the夏evels・壬thekn。wldgea聡d
skmwhichthechildrenwithnurserycareexperienceacquiredarebe1。wthenati。nalstandard，
whichfactsh。wsh・wchildrenaτelefta1。neintheir。wnfamilies，N。nurserycaree圧ectis
seeni触theaspects・fs・cia里devel・pmentandadjustmentc・mparedwiththat。ntheintellectua1
母spect，　　It　is　presumed　this　is　the　manifestation　of　the　fact　that　day　nurseries　in　the　areas　of

mountainvilla3esplacemQreimp・rtance・neducati。nalf・ncti・nratherthan。nf・steringand
prOteCting　functions．

、漣
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